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    国と時間を越えた心のつながりを実感した８日間 

 

                    朝来市教育長 小倉畑 祐 貴 

１ はじめに 

私がアメリカ・オレゴン州のことを意識したのは、私が 20代半ばに、山東町の

教員になったころで、1996年ごろには、当時山東町を訪れたオレゴン州の中学生

との交流のお手伝いをしたこともあり、オレゴン州のことについていろいろなお話

を聞くことはありましたが、今回初めて現地を訪れる機会に恵まれました。 

期間中、事故やけがもなく、すべての行程を全員で過ごせたことが団長として最

もうれしかったことで、参加者が朝来市を出発して

からすべての行程において、節度をもって活動がで

きていた証拠です。それぞれが朝来市の代表として、

準備期間も含めて自覚を持ち、行動や生活ができた

ということであり、各ご家庭のご支援も含めて、厚

くお礼を申し上げます。 

 

２ 学校間交流、姉妹都市交流 

 シャヘイラムバレー中学校と和田山中学校との交流が 1990 年に始まり、さら

に、2000年にニューバーグ市と朝来市(旧和田山町)の姉妹都市提携が結ばれ現在

に至っていることは、これまで度々聞き及んでいましたし、その交流の機会に同席

させていただいたこともありました。 

しかし今回は、実際にシャヘイラムバレー中学校やニューバーグ市役所を訪問す

ることを通して、これまで引き継いできた交流と友好の伝統を、来年度以降にも確

実につなげるとともに、互いの国や地域の未来を担う人づくりにつなげていきたい

と思い参加しました。 

ホームステイの受け入れをしてくださったホストファミリーには、夜の到着にも

関わらずとても温かく迎え入れてもらっていて、10人の参加者は、長旅の疲れや

若干の不安も一掃されたようでした。 

期間中を通して、Andy校長、Donna先生、Sarah先生による案内や配慮をいた

だいたことはもちろんですが、市長や教育長他関係者にもお時間をいただいて、朝

来市長親書の伝達やお土産品の交換などにもご出席をいただきました。中学校にも

市役所にも、朝来市との交流を紹介する空間があることも含め、この交流を大切に

取り扱ってこられていることが実感でき、両市のこれまでの取組が継続されている

歴史の重みと、そこに参加させていただけたことへの感謝で胸がいっぱいになりま

した。 

  

ダンディー市のワイナリー 
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３ 異国の地で「ようこそ後輩」日本人社長の工場見学 

 今回初めて、オレゴン州を拠点にアメリカに進出され

ている日本企業の食品工場を訪れ、社長から企業戦略や

企業理念の一端をご紹介いただきました。おもてなしの

心で優れた商品を提供することはもちろん、様々な国籍

の従業員がいる職場であるが故の配慮や工夫、アメリカ

という大きなマーケットに挑戦する意気込みや戦略な

ど、経営者ご自身の言葉でお話しを聞くことができた経

験は、生徒個々の将来設計においても貴重な場となり、

将来に向けての財産になるものと思いました。 

 

４ この交流で最も大事なこと 

 現地８月６日の「さよならパーティー」では、この交流を長年支えてくださって

いる Donna先生から次のようなお話がありました。 

 ・80年前、広島に原子爆弾が落とされた歴史がある。 

 ・時間が経ってこのように友人として仲良くできて

いることは素晴らしい。 

 ・シャヘイラムバレー中学校に約 30年前から「友

好之庭」がある。 

 ・当時島田喜良氏のデザインで、平和を願い作られ

たこの庭は、数年前に栗栖宝一氏らにより再設計さ

れた。 

 ・被爆した柿の種から育てた木が植えられ、平和へ

の思いを新たにした。 

 現在でも戦争や紛争がある中、この交流が実施でき

たことはたいへんありがたく、尊いことであることは

わかっていたつもりですが、この交流の真のねらいで

あり真の願いが「世界平和」であることを、改めて確

認・共有することができました。 

 

５ 初めて経験したホームステイ 

 ホストファミリーとして、私の家に外国の方に滞在してもらった経験はあります

が、自分が外国の家庭に滞在した経験はありませんでした。今回初めてホームステ

イを経験するということで、団長として参加すること以上に不安であったと言える

ほどでしたが、とても素敵な家族との出会いがあり、楽しい思い出と貴重な経験が

できました。 

  

工場見学にて 

友好之庭 
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(1)オレゴンの日常の暮らし 

私がホームステイをするにあたり、事前にホスト

ファミリーにリクエストしたことは、通常の暮らし

の体験です。アメリカに行く直前、受け入れいただ

く家庭でインフルエンザ(?)になった方があるとの

ことで、急遽、そのご両親の家でお世話になること

になりましたが、とても優しくしていただきました。

また、当初ホームステイするはずであった家族との

会食や、そのお宅でのお別れ会もしていただき、私

自身興味のあったアメリカの家庭生活や住宅を複数見せていただくことができま

した。日々の American breakfastや、寛ぎの時間帯には、敷地にある倉庫や畑や

果樹、飼っている鶏や自作の鹿よけネットの話を私にわかるように紹介していただ

き、日曜日には教会の礼拝にも連れて行ってくださいました。20時半頃に日没を

迎える地域だからか、夕食後にブラックベリー摘みをしたり、家族でバトミントン

に興じたりと「日常」の違いも興味深く楽しかったです。 

 (2) 出会いに感謝 

ホストファミリーは私より少し人生の先輩であるご

夫婦でしたが、言葉も文化も違う私を尊重し、温かく迎

えてくださいました。特に、様々なやり取りの中で、こ

のご夫婦が奉仕の心、感謝の心を常に心掛けた暮らし

をされているように感じました。このことを含めたご

夫婦の「人間力」に触れられた今回の経験は、私自身に

とって、とてもありがたいものとなり、このような機会

が得られたことにも心から感謝いたします。 

 

６ おわりに 

 中学生が海外に出かけることは、とても貴重な体験

であり、多くの学びとともに、乗り越えた自信や今後

の生活への活用を含め、様々な収穫があったと思いま

す。併せて、2つの町の友好の伝統や信頼関係をも目

の当たりにすることは、子どもたちはもちろんのこ

と、大人にとっても、得られるものがたいへん多いと

感じました。市役所職員や学校教職員が参加すること

で、この交流による、まちづくり、人づくりへの可能

性が広がり、この事業の可能性を再確認することができました。 

日曜礼拝に訪れた教会 

ブラックベリー摘み 

サンフランシスコ国際空港 
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令和７年度アメリカ派遣者名簿 

 

生徒 

名前 学校 学年 

加藤
か と う

 心
こころ

  和田山中学校 ３年 

三浦
み う ら

 佳暖
か の ん

 和田山中学校 ２年 

安達
あ だ ち

 日詩
ひなた

 梁瀬中学校 ２年 

藤井
ふ じ い

 咲
さ

希
き

 梁瀬中学校 ２年 

加藤
か と う

 太海
た い が

 梁瀬中学校 ２年 

藤
ふじ

原
わら

 結
ゆ

香
か

 梁瀬中学校 ２年 

吉
よし

本
もと

 陽
はる

  梁瀬中学校 ２年 

筒井
つ つ い

 紫
む

千花
じ か

 梁瀬中学校 ２年 

伊藤
い と う

 みなみ 朝来中学校 ３年 

今
いま

村
むら

 彩葉
あ や は

 近畿大学附属豊岡中学校 ３年 

 

 

引率者 

名前 職名 

小倉畑 祐貴 団長（朝来市教育長） 

ブレンナン ブライアン 通訳（和田山中学校 ALT） 

高瀬 一弥 庶務（学校教育課 主事） 
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Oregon Schedule 2025 
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◎１日目 ～始まりの日～ 

 令和７年度中学生アメリカ派遣団は、市役所まちづくり広場で出発式を行い、多くの方

からの見送りを受け、アメリカへの旅をスタートしました。今年は、市制 20 周年を記念

し、朝来市から派遣人数を昨年より５名増員

していただき、市内の中学生 10 名が代表し

てニューバーグ市へと向かいました。初めて

の姉妹都市交流への楽しみと不安が入り混じ

る中、バス移動と空港での搭乗手続きを済ま

せ、約 10 時間のロングフライトへと臨むこ

とになります。長旅を前にリラックスした生

徒もいれば、初めての飛行機にドキドキして

いる生徒もあり、一人一人がそれぞれの感情

を抱きながら、遥か海の先で待つ、アメリカを

目指しました。 

 サンフランシスコ国際空港に到着後は、入国審査を受けます。一人ずつ、入国審査官に

呼ばれて、アメリカに来た目的や滞在期間などの質問に答えます。問われる内容はそれぞ

れ異なり、これが生徒たちにとって最初の英語でのコミュニケーションとなりました。 

国内線に乗り継ぎ、最寄りのポートランド

国際空港に到着すると、シャヘイラムバレー

中学校の先生がスクールバスで迎えに来てく

れており、５月の日本での交流以来の再会を

果たしました。１時間ほどバスに揺られ、日が

沈み始めた午後８時頃にシャヘイラムバレー

中学校に到着し、ホストファミリーの大歓迎

を受けました。これまでの旅の疲れを包み込

んでくれるような優しさを感じ、ほっとした

気持ちでそれぞれの帰路につきました。 

 

◎２・３日目 ～ホストファミリーとの休日～ 

 アメリカで迎える初めての朝は、ゆっくりと始まった生徒が多かったようです。家族と

朝食を食べ、犬の散歩をしたり、ゲームをした

り、市街地や公園、大自然に出かけたりしまし

た。どこにいっても、いつも見る景色とは違う

ものばかりで、あらためて海外の地に足を踏み

入れ、アメリカに来ているということを実感し

ました。食事の時にはいつも驚かされ、レスト

ランでの昼食やホームパーティーで出される

食べ物はどれもボリュームがあり、見るだけで

お腹がいっぱいになりました。ハンバーガーや

ステーキなど、アメリカといえば頭に思い浮かべる食べ物のほか、焼いたサーモンはまさ

に絶品で、ホストファミリーのおもてなしと共に私たちのお腹を満たしてくれました。 

関空出発前ロビー 

ホストファミリーの出迎え 

マウントフッド 
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 ここで、引率者の休日の一部を紹介したいと思います。土曜日（２日目）に、ニューバ

ーグ市の近郊にあるヒルスブローという町で開かれている祭りに行きました。市民センタ

ーの前の通りに出店が並んでおり、地域の人たちがハンドメイドの商品や植物のお店を出

していました。アメリカでは、この時期に各地で祭りが開かれており、カウンティフェア

と呼ばれています。祭りの内容は地域ごとに様々で、移動式遊園地がやってきたりする場

合もあるようです。私が参加したヒルスブローの祭りは、規模は小さいですが多くの人が

行き交っており、盛り上がりを見せていました。市民センター前の広場では、文化的なパ

フォーマンスを披露するステージが設けられており、そこでは「Takohachi」というポー

トランドで活動するチームが和太鼓や三味線を演奏していました。パフォーマンスが始ま

ると多くの人で囲まれ、終始拍手や歓声が響き渡っていました。偶然訪れた場所で、日本

文化が受け入れられていることに喜びを感じたとともに、誇らしい気持ちになりました。 

◎４日目 ～海の街・シーサイド～ 

参加した両国の生徒たちが一つになって活動するのは、今日が初めてのことでした。

スクールバスに乗り、２時間ほどかけて太平洋を目指します。ニューバーグ市を離れ山

林に入り、携帯も圏外になる道をひた走り、突然市街地に入ったかと思うと、そこは海

の街、シーサイドでした。少し雲が多い天候でしたが、まずお店の立ち並ぶ通りでショ

ッピングや昼食を楽しみました。午後からは晴れ間が見えたため、砂浜に行き海に入り

ました。水は少し冷たく、波も膝丈まで押し寄せていましたが、偶然居合わせたシャヘ

イラムバレー中学校の他の生徒も加え、日本へと続く海と空を背に、記念の一枚を撮り

ました。 

 海からあがるとビーチバレー大会の開催です。ルールは無くひたすらボールをラリーし

続けるのですが、互いに名前を呼び合い、声を出し合いながら、相手コートへボールを運

びました。朝のスクールバスの車内では、まだ恥ずかしさがあり、生徒たちの間に若干の

氷が残っている状態でしたが、この時間がかなり良いアイスブレイクになりました。 

  

ヒルスブローの出店 「Takohachi」 

太平洋をバックに ビーチバレーの後は… 
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◎５日目 ～大自然の迫力～ 

 今日は進路を北に変更し、コロンビア川峡谷へ

向かいます。コロンビア川は、オレゴン州とワシ

ントン州を隔てる川で、カナダのブリティッシュ

コロンビア州に始まり、アメリカ・ワシントン州

に入ると進路を西へと変え、カスケード山脈を横

断します。この峡谷を活用し、複数のダムが存在

しており、私たちが見学した「Bonneville Dam（ボ

ンネビル・ダム）」もその一つです。雄大な山々と

清らかな水が織りなす自然はとても美しく、窓を

開けて走るバスの車内には、気持ちの良い風が流

れ込んできました。この景色を遮るように建設さ

れた巨大なダムからは、膨大な量の水があふれだ

し、大自然の生むエネルギーの大きさを肌で感じ

ました。 

ダムに併設された施設では、上流へ登れなくな

ってしまった魚たちのための水路が管理され、職

員が常駐して通り過ぎる魚をカウントするなど、

他の生物への影響を最小限にする取組がなされ

ていました。また、すぐ近くには「Bonneville Fish 

Hatchery（ボンネビル・養魚場）」もあり、そこ

には「スタージャン」と名付けられた、とても大

きなチョウザメを見ることができました。 

「Bridge Side」というレストランで、コロンビア川を眺めながら昼食をとり、午後か

らは「Multnomah Falls（マルトノマ滝）」を訪れました。滝は約 190mの高さがあり、

途中の岩や滝つぼの水面に激しく打ち付け、水しぶきが舞っていました。元気のよい一部

の生徒と引率者は、この滝の頂上を目指しハイキングをしました。１時間ほどかけて登り

切った先では、大自然の絶景が待ち受けており、流した汗もすがすがしく感じられたと同

時に、いつも何気なく見ている朝来市の自然が懐かしく感じられました。 

  

ボンネビル・ダム 

遡上させるための水路 

マルトノマ滝 滝口からの眺め 
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◎６日目 ～Newberg Day～ 

 活動の最終日に計画されていたのは、『Newberg 

Day』です。まずは、図書館を見学しましたが、日

本の図書館と少し異なるところがあり、本の貸し

出しだけでなく、ギターやヘッドホン、テレビゲー

ムなど、本以外も借りることができました。また、

館内にはプレイングルームという部屋があり、子

どもたちがボードゲームを楽しむことができるよ

うになっていました。 

 その後、ニューバーグ市役所やシャヘイラム文

化センターなどを見学し、昼食をとりました。レス

トランはもちろん「Jem100」、ニューバーグ市民がこよなく愛する地元の名店です。アメ

リカにきてから、たくさんのジャンクフードを食べ、そろそろ白ごはんやお味噌汁が恋し

くなってきた頃でもありましたが、この店のハンバーガーは一味違い、このためにニュー

バーグ市を再び訪れたいと思えるものでした。 

 お腹が満たされた後は、ニューバーグ市に工場を構える日本企業「St. Cousair（サンク

ゼール）」を訪問しました。社長を含めた複数の職員の方が出迎えてくださりました。事業

内容は食品の製造販売等で、日本の良いものを世界各国に届けられています。サンクゼー

ルで働くスタッフは多国籍で、工場内では職員がすれ違うたびに「こんにちは」、「Hello」、

「Ola」...などいろんな言葉であいさつをかわされており、私たちもこれに倣いあいさつ

をしました。製造ラインを見学した後、工場内に設けられたスペースで社長から企業理念

やニューバーグ市に進出した経緯などを聞かせていただきました。「Without jumping off 

the cliff, you will not be able to see the unknown scenery.」これは、サンクゼールで

大切にされている、創業者「Kuze Ryozo」さんの言葉です。「崖から飛び降りなければ、

まだ見ぬ景色を見ることはできない」今まで経験のないことにチャレンジすることは、不

安も大きく後込みしてしまうこともあるが、勇気を出して一歩踏み出すことで、新しい世

界と出会える、ということを示しているそうです。生徒たちは今回の交流で、この言葉の

意味をまさに実体験している最中ではなかったでしょうか。この経験にとどまることなく、

これからもこの言葉のとおりたくさんの挑戦をして、まだ見ぬ景色を目指してほしいと思

います。 

図書館の貸し出しコーナー 

サンクゼールにて② サンクゼールにて① 
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◎さよならパーティー ～最後の晩餐～ 

 サンクゼールの見学が終わると学校へ帰り、身支度をしてさよならパーティーへと向か

いました。会場に到着するとすでにたくさんの方で賑わっており、どこか寂しさを紛らわ

せるような雰囲気となっていました。テーブルには、ホストファミリーが持ち寄ったたく

さんの家庭料理が並び、パーティーを彩りました。家族の一員となったファミリーと最後

の食事を囲み、笑顔のたえないスタートとなりました。 

後半には両国生徒のスピーチがあり、１週間の思い出などを語り感謝を伝えました。そ

の後、日本の生徒がこの日の為に練習してきた「けん玉パフォーマンス」をしました。「う

さぎとかめ」の音楽に合わせる「もしかめ」を披露し、盛大なアンコールを受け大盛り上

がりとなりました。パーティーの最後は、シャヘイラムバレー中学校のダンスパフォーマ

ンスで締めくくられ、2025年に用意されたアメリカにおける全てのプログラムが終了を

迎えました。 

◎旅立ちの日 ～別れ～ 

 思えば６日前、この場所でたくさんのホストファミリーに出迎えてもらいニューバーグ

市での活動をスタートしました。午前3時、あたりはまだ薄暗く星が見える時間でしたが、

シャヘイラムバレー中学校にはその日と同じ光景が広がっていました。今日までいろいろ

な出来事があり、たくさんの思い出を作りました。出発までの 30 分間、離れたくない気

持ち、ありがとうの気持ち、もう一度会えるだろうかという気持ち、様々な思いが心をめ

ぐり、お互いに涙が止まりませんでした。別れを惜しむ様子は、長い間つながれてきた交

流のすばらしさを象徴しており、この旅で見たどの光景よりも感動的で、私たちの心の奥

深くに残っています。 

 今年の交流を支えてくださった朝来市及びニューバーグ市のすべての方に感謝し、この

度の貴重な経験を今後の人生に生かすとともに、私たちの身近なところから多くの方へ、

広げていきたいと思います。 

  

  

けん玉パフォーマンス 

ログハウスの前で 

パーティー会場 
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I had a great week   

和田山中学校 3年 加 藤  心  

8月１日から 8日まで、オレゴン州ニューバーグ市へ国際交流に行きました。小学生の

頃から行きたかった海外に行くことができてとても嬉しかったです。1週間の国際交流は、

すべての経験が新鮮なことばかりでとても充実した期間でした。 

 

ホストファミリーとの生活では、翻訳機を使いながら

積極的に会話をしました。ホストファミリーも終始優し

い表情で会話をしてくれてとても嬉しかったです。お父

さんがずっと盛り上げてくれたおかげで、笑顔が絶えな

かったです。その他にも、家族みんなでＵＮＯやテレビゲ

ームをして盛り上がりました。特にＵＮＯでは日本には

ないルールでゲームを楽しみました。日本では見たこと

のないＵＮＯマシーンを使いながらプレイするのは普段

味わえない体験でした。 

 

食べ物では、ピザやハンバーガーなど大好物ばか

りでした。特にピザはとても大きくて（直径 40㎝く

らい）１ピースを食べるだけでもかなりの時間がか

かりました。アメリカの人達はよく食べるなと感心

しました。たくさんの種類のピザを食べた中で、一番

美味しかったのはハワイアン味です。フルーツが入

っていたので意外にもさっぱりしていました。濃い

食べ物を食べていたせいかとても美味しく感じまし

た。 

 

休日には、海水浴や遊園地をみんなで楽しみまし

た。その中でも特に印象に残っているのは、ヘイスタ

ックロックという場所です。綺麗な水平線が広がって

いる所に、突如として現れる岩(高さ約７０m)の迫力

は素晴らしい光景でした。オレゴン州では夏の平均気

温が 20度前後なので過ごしやすかったのですが、海

岸では海風がとても寒かったです。 

 

ホストファミリーと 

Lサイズのピザ 

ヘイスタック・ロック 
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休日が終わると、シャヘイラムバレー中学校の生徒と

一緒に様々な場所を訪れました。移動中のバスの中で

は、みんなと一緒に楽しく会話をしました。また、折り

紙を使ったゲームをしたり、指スマをしたりして楽しみ

ました。そこで、ゲームを通じて色んな人と気持ちを通

わせることができるという事を改めて感じました。 

更に仲良くなる出来事がありました。シーサイドとい

う街で、みんなでここでしか買えないお土産を買った

り、ビーチバレーをしたり、高瀬さんとブライアン先生

と砂風呂遊びをしたり楽しい経験をたくさんする事が

できました。マルトノマ滝では、日本とはまた違った美

しい景色を見る事ができました。そこでは、滝の頂上に

登ろうと意気込んで先々行ってしった友達が迷子になるというハプニングもありました

が、それも含めてたくさんの思い出ができました。 

 

この国際交流を通じてよかった事は主に 2つあります。1つ目は、英語の文章を理解す

る能力が上がった事です。着いた当初は、会話を理解することが難しく、予想をする事が

多かったです。でも、英語で話して生活をしていくうちに、今こんな事を話してくれてい

ると会話の内容を理解できる場面が多くなりました。2つ目は、アメリカの人達はとても

フレンドリーということです。僕はホストファミリーに会う前、とても緊張していました。

ですが、緊張していた僕を会った瞬間から明るく歓迎してくれました。それだけで僕は安

心する事ができました。握手やハグなど日本にない習慣は少し戸惑いましたが、みんな笑

顔で受け入れてくれたので、とても嬉しかったです。 

 

元々英語に自信がありませんでしたが、様々な人と積極的に関わり、たくさんの友達を

作る事ができました。この国際交流を通じて、日本とアメリカの文化の違いや景色、英語

の重要性など、今までの自分では見つけられなかった多くの事を学びました。この事をこ

れからの人生で生かしていきたいです。次にアメリカに行く機会があれば、またみんなと

再会したいです。受け入れてくれた、Meredith（メレディス）ファミリー、引率していた

だいた小倉畑団長、高瀬さん、ブライアン先生、サポートしてくれた家族をはじめこの交

流に携わってくれた全ての人に感謝します。貴重な経験をさせて頂き、本当にありがとう

ございました。 

  

巨大な消防車 



- 13 - 

 

I want to go back to Oregon！ 

                     和田山中学校 2年 三 浦 佳 暖 

（訪問前の気持ち） 

私は 8月１日から８月 8日までアメリカのオレゴン州を

訪れました。私は５月にホストファミリーとして受け入れ

をしていたことから、「オレゴンってどんなところなんだろ

う」と日々考えていました。そのため、出発日が近づくにつ

れ、「オレゴンに行ったら何しよう」「早くオレゴンに行きた

い！」と、とてもわくわくしていました。実際にオレゴンを

訪れると自然がとても綺麗で感動することばかりでした。

その中で私がオレゴンに来て最初に感じたことは、全てが

英語だということです。日本では全て日本語で表記されて

いますが、アメリカでは全て英語です。当たり前のことです

が、私は日本とは全く違う光景に驚かされました。                

 

（ホストファミリーとの楽しい思い出）   

 ホストファミリーと過ごした日々はとても楽しかった

です。けん玉をしたり、洋画を観たりしたことが強く印象

に残っています。中でも親戚一同が集まり食事をする機会

があり、トランプをしたり、簡単な日本語を教えたりとコ

ミュニケーションをとることができました。ホストファミ

リーはとても優しくて安心して過ごせました。トランプの

遊び方はたくさんあってルールが難しかったです。けん玉

を一緒にしたとき、手でけん玉の皿にボールをのせたりし

て一緒に笑いました。休日はカニ釣りに行ったり、乗馬を

したりしました。どの体験もとても楽しかったです。カニ

釣りでは信じられないほどのカニが釣れて驚きました。車

での移動中もホストファミリーの Coraと折り紙などをしたりして良い経験をさせてもら

いました。                   

ヘイスタック・ロック 

カニ釣りへ 

けん玉の練習 初めての乗馬 
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（忘れられない思い出と学び） 

 私はこの一週間色んな所を訪れましたが、1番心に残っているのは、海に行ったことで

す。砂浜が広くてとても驚きました。私はそこでみんなとビーチバレーをしました。ルー

ルはめちゃくちゃだけど、みんなとしたバレーボールが忘れられない思い出になりました。 

 最後のさよならパーティーでは、Cora と浴衣を着ました。浴衣をプレゼントしたとき、

とても喜んでくれたので嬉しかったです。そこでは、日本の生徒が前に出てけん玉を披露

しました。すると、みんながとても喜んでくれたのでとても嬉しかったです。日本の文化

をたくさんの人に紹介する事ができ、とても素晴らしい経

験ができました。  

ホストファミリーとして受け入れた 10日間と、今回私

がオレゴンに行った８日間、たった 18日間でしたが、言

葉が通じなくても楽しい時間を共有し、本当の友達になれ

ました。友情に国境や言葉は関係ないのだと感じました。

私にとって一生の思い出で、ものすごく良い経験となりま

した。 

 この国際交流で学んだことは、積極的にコミュニケーシ

ョンをとる事、言葉より行動で示す事です。この経験で学

んだことを活かしてたくさんのことに挑戦していきたい

です。引率してくださった方がおっしゃった、「今回オレ

ゴンに行って終わりじゃなくて、これからどうするのか」を大切に、生活につなげていき

たいです。                       

 

（将来の目標と感謝） 

 私は将来、英語を使う仕事に就きたいと考えているのでこの経験が将来に活かせるよう

に頑張ります。 

 今回このような体験をさせて頂いたのは、朝来市のみなさんとお父さん、お母さんのお

かげです。本当にありがとうございました。 

  

ホストファミリーと 

一緒に浴衣を着て ボンネビルダムで 
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Oregon見聞録 

                梁瀬中学校 ２年 安 達 日 詩 

８月１日の午後５時頃、市内の中学生
10人と引率者３人の計13人を乗せた飛
行機が、関西国際空港からアメリカに向
けて飛び立ちました。 
飛行機に搭乗して座席に座ると、旅の
始まりを感じ、高揚感に包まれました。

機内では窓から写真を撮影したり、音楽
を聴きながら微睡んだり、モニターで地
図を見たり、本を読んだりして過ごしま
した。日本とオレゴンには 16 時間の時
差がありますが、機内で睡眠をとったお
かげか時差ボケなく過ごせました。10時
間の空の旅といっても、終わってみれば短いものでした。 
 

ホストファミリーはとても親切で、
英語がたどたどしい私にも積極的に
話しかけてくれました。日本から持っ

て行ったお土産も、喜んで受け取って
くれて嬉しかったです。特に、金平糖
と抹茶のクッキーが好評でした。悩ん
で迷っての末にやっとのことで選ん
だものだったので、報われたようでし
た。特に嬉しかったのは、食事の時に
一緒に「いただきます」と「ごちそう
さまでした」を言ってくれたことです。
日本の文化を受け入れてくれたこと
に感激しました。 

 

特に印象に残ったことは、ホストファミリ
ーと一緒にキリスト教のカトリックの教会に
行ったことです。神話や宗教には前々から興
味があったので、間近で触れられる機会があ
って嬉しかったです。私は、聖書をきれいに
棚に並べる手伝いをしました。宗教的な音楽
を生で聴いたり、宗教という異文化の中に入
ったりするのは、日本ではなかなか体験でき
ないとても刺激的なものでした。 
私がアメリカに行って感じたのは、アメリ
カの人々の他者への寛容さです。アメリカで

の生活では慣れないことがたくさんあって戸惑い、迷惑も多くかけたと思いますが、

黄昏時の空 

ホストファミリーと対面 

ロームと教会で 
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ホストファミリーはいつも私に優しく接してくれました。その経験のおかげで、私
にとってオレゴンは第二の故郷と呼びたい場所になりました。いつか日本で外国か
らいらっしゃった方を見かけることがあれば、日本を好きになってもらえるように、
私を迎えてくれたホストファミリーと同じように温かく接したいです。今回のアメ
リカ派遣は、私にとって国際意識を高め、様々なことについて考えるきっかけをく
れるとても貴重な経験になりました。次にもしアメリカに行くことがあれば、もっ
と英語と文化について勉強していきたいです。 

このような貴重な機会を設けてくださった方、実際に引率として同行していただ

いた方をはじめ、この交流に関わってきたすべての方々に、この場を借りてお礼を

させていただきます。本当にありがとうございました。 

  

Voodoo Doughnut 養魚場 
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一つの夢が叶った一週間 

                   梁瀬中学校 2年 藤 井 咲 希 

 

8月 1日から 8月 8日までアメリカ・オレゴン州ニューバーグ市に行きました。私には

海外に行ってみたいという夢がありました。初めての海外で 12 時間飛行機に乗るのも不

安でしたが、機内では映画を見たり、寝たりして過ごしました。シャヘイラムバレー中学

校に着くと、ホストファミリーがとても優しく迎えてくれたので、嬉しかったです。  

休日はホストファミリーとフッド山に登ったり、トリリアム湖でボートに乗ったり、ピ

クニックをしたりしました。そこで、私はオレゴンの大自然の美しさに感動しました。 

平日はみんなと海やマルノトマ滝、日本企業などに行きました。シャヘイラムバレー中

学校のみんなは、買い物をするときに私達が困っているとすぐ助けてくれて、とても優し

かったです。 

ホストファミリーと過ごした生活は、とても楽しく、一緒に折り紙をしたり、ポップコ

ーンを作ったり、漢字を書いたり、犬の散歩に行ったりしました。ホストファミリーに漢

字を教えてあげると、とてもバランスをとるのが難しいと言っていました。漢字の意味も

聞かれました。日本人は漢字が書けるのがとてもすごいと褒めてくれました。 

最後のさよならパーティーでは、浴衣を着てみんなとけん玉を披露し、大盛況でした。

また、各家庭が手料理を持参しており、色々な料理を食べることができました。とても美

味しかったです。 

この海外派遣に参加して学んだことは、自分

から進んで話しかけること、ネガティブに考え

るのではなくてポジティブに考えること、人に

優しくすること、自分の意志を持って行動する

ことです。この経験を生かして、自分から話し

かけること、ポジティブに考えることを意識し

ていきたいと思います。 

生活の中で英語が飛び交い、とても速い英語

が聞き取れるか心配でしたが、アメリカの友達

はとても優しく、親切に教えてくれ、私はこの

派遣で英語に慣れることが出来ました。いつか

もう一度アメリカに行ってホストファミリーに会うために、これからもっと英語を勉強し

て、たくさん話せるようになりたいと思います。 

ホストファミリーと朝食 

フッド山 トリリアム湖 
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海外派遣事業を終えて 

梁瀬中学校 ２年 加 藤 太 海 

8月 1日から 8月 8日までのアメリカ・オ

レゴン州ニューバーグ市への海外派遣に参加し

ました。この 1週間はとても充実していて、正

直「まだ帰りたくない」と思うくらい楽しかっ

たです。出発前は言葉や文化の違いで不安が大

きかったけれど、ホストファミリーが本当に温

かく迎えてくれて、安心して過ごすことができ

ました。 

 

到着したその日に、市長からいただいた竹田

城跡の扇子をホストファミリーにお土産として

渡しました。すると、「竹田城跡」を知ってい

たようで、とても喜んでくれて驚きました。そ

こから会話も広がって、改めて「日本のことを

紹介できるのも国際交流なんだ」と実感しまし

た。家では日常のことを話したり、日本の生活

について質問されたりして、うまく言葉が出な

くても気持ちが伝わるのを感じました。 

初めての海外で最初はあまり実感がなかった

けれど、街並みや自然、そしてみんなが英語を

話している環境にいることで「本当にアメリカ

に来たんだ」と強く感じました。 

一番驚いたのは食べ物です。最初の朝食から量が多くて食べきれないほどで、

ハンバーガーやピザもとても大きかったです。味付けが濃くて慣れるまでは大変

でした。お菓子はとても甘かったり、日本では

あまり食べないような味があったりして、正直

あまり口には合いませんでした。でも「違いを

知る」という意味では面白い体験でした。ま

た、日本との違いを強く感じたのは道路です。

車の走行車線が日本と逆だったり、自分の走行

速度が出る電光掲示板があったりして、とても

新鮮でした。普段は気にしていなかったこと

も、違う国に行くと「日本ってこうなんだ」と

改めて気づくことができました。 

ホストファミリーと初対面 

ニューバーグ市でも有名！ 

大きすぎるピザ 
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一番印象に残っているのはホストファミリー

と過ごした休日です。ジェットスキーはスピー

ドを出すと小さな波でも大きく跳ねて少し怖か

ったけれど、スリルがあってすごく楽しかった

です。その後は浮き輪をジェットスキーで引っ

張ってもらったり、高い場所からロープを使っ

て川に飛び込んだりしました。怖さよりも「や

ってみよう」という気持ちが勝って、挑戦でき

たことが自分の自信にもつながりました。 

帰国後も交流は続いています。今は海外派遣

に一緒に行った日本の子たちや、ホストファミ

リーとして受け入れてくれたアメリカの子たちと SNSのグループでつながってい

て、メッセージを交換しています。基本は英語でやり取りしていて、翻訳アプリ

を使いながらですが、自分の言葉で伝えようとするのはとても良い練習になって

います。こうやって帰国してからもつながりがあるのは本当に嬉しいし、今回の

派遣がただの旅行じゃなくて「これから先にも続く経験」になったと感じていま

す。 

この海外派遣で僕は、文化や習慣の違いを知るだけでなく、自分の当たり前が

世界の当たり前ではないことを学びました。そして、言葉が通じなくても交流で

きること、挑戦することで自分を成長させられることを実感しました。これから

も今回の経験を大事にして、学校生活や将来の進路でも新しいことに挑戦してい

きたいです。 

 

  

ジェットスキーを体験 

最後の集合写真 
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アメリカ海外派遣に参加して 

梁瀬中学校 2年 藤 原 結 香 

私達 10 人は、海外派遣員としてアメリカのオレ

ゴン州へ行きました。私は最初、「どんな家族なんだ

ろう、ちゃんと話せるかな」など様々な不安があり

ました。そんな不安でいっぱいだった私をホストフ

ァミリーは、優しく迎え入れてくださり、安心して

オレゴン州で充実した日々を送る事ができました。 

ホストファミリーのエリースとは、５月にアメリ

カから我が家に海外派遣員として来てくれて交流が

始まっていました。エリースに早く会いたいという

気持ちでいっぱいでした。空港からスクールバスに

乗り学校へ到着し、エリースと再会した時は、お互

いに飛び跳ねて喜び合いました。 

その翌日ホストファミリーと一緒にレストランに

行きました。そのお店の天井に何かたくさんの物がぶら下がっていて、不思議そうに見ている

と、「あれは、すべて泡だて器なんだ!」と教えてくれました。料理が来て、いざ食べようとす

ると、緊張と寒さでご飯がうまく喉を通りませんでした。その時エリースが、「私も日本に行っ

た時、緊張で食べられなかったから、無

理せず残しても大丈夫だよ」と言ってく

れました。 

沢山の貴重な体験をした中で、私が一

番楽しかったのは、ビーチバレーと養漁

場の見学です。ビーチバレーをするのは

人生で初めてでした。その初めてをこの

メンバーで出来た事がとても嬉しかっ

たです。そして、養漁場の見学では、日

本で見た事のない魚や、大きいチョウザ

メを見て、とてもおもしろい発見ができました。 

お別れの際には、何度も何度もホストファミリーとハグをして、バスに乗るまでずっとお互

いの手をぎゅっと繋いでいました。すごくさみしくて帰りたくない気持ちでいっぱいでした。

いつかまた会えるようにこれからも頑張っていこうと思います。送り出してくれた両親と同行

いただいた、小倉畑団長、高瀬さん、ブライアン先生、そしてこの交流に関わって下さった全

ての方々に感謝申し上げます。本当に色々な経験をありがとうございました。 

  

ボンネビルの魚 

ボンネビルのガーデンで 

シーサイドの砂浜で 

さよならパーティー 
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「Challenge my self」 
梁瀬中学校 ２年 吉 本  陽  

僕は 8月 1日から 8日の 1週間、アメリカ・オレゴンでかけがえのない日々を

過ごしました。初日は長時間のフライトで眠れず、さらに飛行機酔いにも苦しみ、

体は限界に近いほど疲れていました。けれど、ニューバーグ市に着いた瞬間、イー

ガン家が満面の笑顔で迎えてくれて、その温かさに触れた途端、疲れも眠気も一気

に吹き飛びました。緊張もなく、初日から安心してアメリカでの生活を始めること

ができました。 

英語力に自信がなかった僕ですが、派遣団の

仲間たちと過ごす時間の中で、不安は次第に喜

びへと変わっていきました。特に、バスでの移

動やパーティーの後に交わした会話やゲーム

は、笑顔であふれる最高のひとときでした。そ

の瞬間、「英語を必死に勉強してきて本当に良

かった」と心から思えました。 

ホストファミリーとの生活は、夢のように楽

しく、人生の宝物となる経験でした。観光地に

行ったことも思い出ですが、何気ない日常の会話や、家族や友人との触れ合いが何

よりも新鮮で幸せでした。中でも、日本で受け入れたザンダーと再会した時間は特

別で、帰国した今でもその記憶は鮮明に心に残り、毎日のように思い出しています。 

また、アメリカで強く印象に残ったのは、

人々の感情表現の豊かさです。地元の野球

の試合を観戦したとき、調子の悪い選手に

は容赦なくブーイングし、素晴らしいプレ

ーには全員が立ち上がって歓声を上げる姿

を目の当たりにしました。日本人がなかな

か表に出せない感情を、アメリカの人々は

全力で示します。その姿から、「良いことは

良い、悪いことは悪い」とはっきり言える

強さこそが、アメリカを世界経済の先頭に

立たせているのだと感じました。 

この旅を通して、僕は「挑戦する勇気の大切さ」を学びました。アメリカの人々

の積極性に刺激を受けただけでなく、自分自身も勇気を出して、まだ十分に理解で

きない英語の会話に飛び込みました。その挑戦の一歩一歩が、楽しい思い出や新し

い気づきへとつながったのです。これからは、この経験を糧に、梁瀬中学校、そし

てバスケットボール部をもっと盛り上げていきたいと思います。僕の挑戦は、まだ

始まったばかりです。 

ホストファミリーと 

迫力のボンネビルダム 
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ここが私のアナザースカイ、Oregonです！ 

梁瀬中学校 ２年 筒 井 紫千花 

飛行機を降りた瞬間、ホットドッグやマフィンのような、日本とは全く違う匂いがした。 

「これがアメリカの香りなんだ。」とお腹の底からワクワクが込み上げてきた。朝来市に来て

くれたシャヘイラムのみんなとの再会。５月以来ずっとSNSで連絡を取り合っていたけれど、

やっと会えることが夢のようだった。 

私は７日間の滞在期間中に目標を５つ立てた。 

① 常にリビングで家族と一緒にいる 

お母さんのErin、同い年のOctave、6年生の妹Bijou

との会話は毎日 23時まで続いた。子どもが部屋に

戻った後も、私はお母さんとキッチンで女子会を続

けた。 

②日本人で固まりすぎない 

気が楽なのでついつい日本人同士になりがちだが、

意識してそうならないようにした。 

③笑顔でいる 

楽しすぎて、笑顔が止まらなかった。 

④間違えても恥ずかしがらずに話し続ける 

語順や単語を間違えて話してしまうのは当たり前

と割り切って、臆することなく話して正しい英語を

教えてもらった。 

⑤知らない人に話しかけてみる 

「写真撮りましょうか？」や「日本に来たことはあ

りますか？」など、全く知らない人に話しかけてみ

た。容赦ないトークの速さにも「Sorry…」と伝えて

ゆっくり話してもらった。 

 

あっという間の７日間だったが、まるで何年も一緒に過ごしたかのような深い絆が生まれた。

こんなに素晴らしい体験をさせてもらえて、私は本当にしあわせ者だと朝来市に感謝！ 

  

Octaveのいとこの豪邸 

Maiaとサキと一緒に夕飯 

ポートランドでショッピング 
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My wonderful trip to Oregon 
                                             朝来中学校 3年 伊 藤 みなみ 

 

８月１日。ついにこの日がやってきました。長い

間、私が夢見ていたアメリカへの旅が始まります。人

生で初めての体験ばかりで、とても楽しく、充実した

一週間となりました。 

毎日が忙しいほどに楽しく素晴らしい日々でし

た。特に心に残っているのは、ホストファミリーと過

ごした休日の二日間です。ホストファミリーは、私を

温かく受け入れてくれました。とても居心地が良く、

幸せな時間を過ごすことができました。 

 

ホストファミリーとの一日目、私のリクエストで

オレゴンの動物園に連れて行ってもらいました。そ

こで出会った迫力のある象の姿がとても印象に残っ

ています。私が想像していた以上にダイナミックな

スペースで水遊びをしている象がとても可愛らしか

ったです。おやつには、“elephant ear”というお菓子を食べました。サクサクした食感

で、見た目もユニークでとてもおいしかったです。ホームステイ先の子と「ちょっと甘い

ね」と笑いながら一緒に食べたのもいい思い出です。 

 

二日目も私のリクエストに応えてもらい、フッド

山周辺のハイキングに連れて行ってもらいました。

周りには素敵な花や針葉樹林、迫力ある滝、そして

数えきれないほどのチョウが飛び交っていました。

ホストファミリーも、「How special!」と驚くほどの

光景だったそうです。目の前に広がる大自然に心の

底から感動しました。そこからさらに登っていくと、

リフトがありました。私の家族も、ホストファミリ

ーもスキーをするので、趣味の話で盛り上がりまし

た。昨日より英語が話せたかな？と少し自信がもて

た瞬間でした。帰り道、有名な”Timber line Lodge”

にも連れて行ってもらい、木彫りのアートをたくさ

ん見ることができました。私が経験したいことを全

て叶えてくださった素敵なホストファミリーに感謝

しています。 

  

↓Mt.Hoodでのハイキング 

↓甘～い elephant ear 
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この旅を通して、積極的にコミュニケーションをとることが大切だと感じました。はじ

めは、自分の話す英語に不安があったけれど、会話をする中で自分の思いが相手に伝わっ

ているのを感じ、嬉しく思いました。これからも、自分から積極的にコミュニケーション

をとり、新しい出会いや発見を大切にしていきたいです。そして、この旅で繋がった人た

ちとの絆も大切にしていきたいです。 

 

 Thank you for welcoming me warmly! 

  

この旅に協力してくださったすべての方々に、感謝します。ありがとうございました。 

 

 

  
↓楽しかった日々 
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Into the unknown 

                                                                                                            

近畿大学付附属豊岡中学校 ３年  今 村 彩 葉 

  

 ホームステイ中は新しい発見と驚きの連続でした。アメ

リカに行くまでエルシーとはメールで何度もやり取りは

していたけど、初対面となると、とても緊張しました。伝

えたいことはたくさんあるのになかなか英語がでてきま

せん。初日は思いを伝えるのにとても苦労しました。です

が、優しく私を受け入れてくれて、色々な質問をしてくれ

たホストファミリーのおかげで不安でいっぱいだったホ

ームステイ生活も、日を重ねるごとに少しずつ緊張がほぐ

れ、英語を話すことや異文化に触れることを心から楽しめ

るようになりました。英語を使うことの難しさを感じなが

らも、「伝えたい」という気持ちがあれば必ず相手に届くと

いう自信も持てるようになりました。                         

                   

 Dillowファミリーと過ごす初日は、オレゴン最大

のシルバーフォールズ州立公園へ連れて行ってもら

いました。滝のしぶきをあびながら歩くのは気持ち

が良かったし、滝の音や森の深い緑がとても綺麗で

した。シャヘイラムバレー中学校のみんなと落差１

位のマルトノマ滝や大迫力のボンネビルダムにも行

って、日本ではそんな風景を見ることはあまりない

なと思い、たくさん写真を撮りました。ここでは新

しい発見がありました。それは、アメリカ人は知ら

ない人同士でも自然に声をかけあい、すぐに会話が

始まることです。美しい滝を目の前にして一緒に感

動を分かち合ったり、「Hi! 」や「How are you? 」

といったやり取りが交わされたり、人と人との距離

がとても近いと感じました。最初は緊張でガチガチ

になっていましたが、だんだん英語を使う勇気が出

てきました。日本ではあまりない文化でとても新鮮

な体験でした。 

 驚いたことといえば食べ物の量の多さです。ハンバーガーは

日本で見慣れているよりもずっと大きく、レストランで頼んだ

パスタには、頼んでいないチキンやバケットまでついてきて、

サイズだけでなく味もボリュームがありアメリカらしさを感じ

ました。また、アメリカの食事の中で特に印象に残ったのはお

父さんが焼いてくれたサーモンです。いろんな調味料で漬け込

んであってとても味わい深くておいしかったです。また、エル

シーと一緒にパンケーキやタコスを作ったのも思い出です。 

シルバーフォールズ州立公園にて 

ホストファミリーとの出会い 

アメリカの食事 



- 26 - 

 

ホストファミリーに日本の文化を紹介するために習字を一緒に体験しました。みんな真剣

に筆をもって、自分の好きな言葉を書いてくれました。とても楽しんでもらえたようで私も

嬉しくなりました！ 

 

今回のホームステイで得た自信をこれからの生活に活かしていきたいです。この交流に関

わったすべての人に感謝します。貴重な体験をありがとうございました。 

 

Thank you very much! 
 

 

  

家族のみんなで 

さよならパーティー 
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朝来市とシャヘイラムバレー中学校の２０２５年交流学校 

和田山中学校 ALT ブレンナン ブライアン 

２回目となる今年も、このプログラムの引率者として参加できたことを、とてもありが

たく思います。去年より派遣団が５人増え、合計 10 人を僕の出身のオレゴン州に連れて

行って、素晴らしい旅をすることができました。 

去年と同じく、出発する前に「子供たちは英語が上手に喋れるようになるかな」と心配

しましたが、ホストファミリーとの会話の様子

を見たとたんに、不安が全部消えました。今年

の生徒たちも立派な子ばかりで、言語の壁を壊

して、アメリカの生活が楽しめたようです。皆

が困った時に、自信をもって自分の力でトラブ

ルを解決する事ができるようになったことを、

誇りに思います。初めて日本に来た時の僕を思

い出すと、そんな事は全くできませんでした。

最初の半年は、敬語が聞き取れなくて、言いた

いことが伝えられませんでした。だから、今年

の派遣団の生徒がこのまま英語と外国の勉強

を続けると、きっとぺらぺらになると信じています。皆さん、諦めないでください。 

この旅でたくさんいい思い出がありましたが、特にマルトノマ滝の登山が思い出されま

す。去年の交流では、マルトノマ滝であまり時間が

ありませんでしたが、今年は１時間以上あり、頑張

れば滝の頂上までぎりぎり登れそうでした。なの

で、僕と一部の生徒はトップを目指し、無事に展望

台に着く事ができました！僕は、何回もマルトノマ

滝に行った事があるけれど、頂上に登ったのは初め

てで、皆と一緒に新しい経験ができてすごく感動し

ました。 

この２年間で、プログラムの復活を手伝う一員に

なれたのは人生の忘れられない経験でした。未来の

交流を楽しみにしています。 

  

引率者のシーサイドランチ 

マルトノマ滝の上 
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Coming home Oregon♪ 

学校教育課 主事 高 瀬 一 弥 

 昨年、５年ぶりに再開を果たしたこのプログラムを担当し、今年も引き続きオレゴンへ
行く機会をいただきました。５月に来日したシャヘイラムバレー中学校の訪問団を関西国

際空港で見送ったときには、「See you Summer !」と約束し、今度はオレゴンの地で再会

できることを楽しみにしていました。長時間の移動の末にシャヘイラムバレー中学校で歓

迎を受けた際には、またここに帰ってくることができたと心から嬉しく思うと同時に、素

晴らしい交流にしたいという思いを一層強く持ちました。 

 私は昨年に続いて Andy 校長のファミリーにお世話に

なりました。到着した日は夜だったこともあり、家族と会

えたのは翌日の朝でした。久しぶりの再会で少し恥ずか

しさもありましたが、１年の月日は一瞬で埋まり、子ども

たちと一緒にゲームをしたり、広場でロケットを飛ばし

たり、太平洋沿いにある Tillamook という町に行きチー

ズ工場や灯台を訪れたりしました。オレゴン州は行く

先々で違った色を見せ、何度訪れても新しい学びを与え

てくれると感じました。 

 ６日目の～Newberg Day～には、ダウンタウンや住宅

地を歩き、市役所の職員の方からその場所の歴史を教わ

りました。建物や公園には、それぞれが紡いできたストーリーがあり、市民の方がとても

愛着をもって毎日を過ごされていることを感じました。町で出会う方たちは、私たちの交

流をよくご存じで、まるで古くからの友人であったかのように、気安く話しかけてくださ

りました。私自身もこの交流が今後も長く続き、ひとりの市民としてニューバーグ市の方

を見かけることがあれば、親しみを持って接したいです。 

 プログラム担当の Donna先生は、さよならパーティー

の最後で、シャヘイラムバレー中学校が大切にする、ある

テーマについて触れられました。私は５月に、彼らと広島

平和記念資料館を訪れ、世界の大戦で起きたあの出来事を

共に学びました。私たちが生まれる前に起きたこととはい

え、戦後 80年を迎えたこの年に、互いの国を行き来して

互いの文化に触れ、同じ時間を共にして笑い合えたことは、

私が想像していた以上に価値のあるものだと深く感じま

した。 

私たちが実際に見たもの、聞いたこと、感じた思いを、

この経験を支えてくださった方々へ返すものとして、多く

の方に広げていきたいと思います。 

 

コーンの先まで楽しめる 

Coming home (Oregon) 

↑音楽アプリで検索♪ 



  

オレゴン州旗 

オレゴン州の位置 



 

友好之庭の前で 


